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子どもたちに考えさせる道徳授業づくりに関する実践的考察

-資料「はしのうえのおおかみ」の教材研究を通して-

上j山完治 -R栄城苔之介 ・稲首i脱久 ・上地豪 ・比嘉さやか ・新JHllF也

A Consideration of Designing of Moral Lesson in Which 
Children Can Think and Learn Deeply: Through a Analysis of 

the Moral Lesson Materials "A W olf on the Bridge" 

Kanji UECHI， ZennoslIke MAESI-IIRO， iVJorihisa INAMINE， 

TSlIyoshi UECHI， Sayaka HIGA， I-liroya ARAKAKI 

はじめに

「迫徳のH寺1:1]は学科の11;1川でなければならな

いん これが、我々が迫徳授業を考えるときのキー

コンセプトである。それは、道徳の11、I問を「肢

のl的I:ijJであるかのようにJMえて、チどもたち

に望ましい価値を {ぷえたり念ポp しする lI~iI:IJとな

らないようにすると いうことをな味する。「艶ま

しい似li佑を下どもたちに伝える」という表現は、

一見すると反"命の余地のない道徳救TTの1，~木脱

却!であるように思われるだろう 。 しかし、授業

のねらいとされ、そのH手I:IJに伝えようと試みら

れる「早ましいもlIi似」について、イどもたちは

すでに知ってはいないだろうか。会くま11らない

ことについて学ぶのであれば、そこには何らか

の発見や驚き、あるいはそれまでの立見の変化

という形で「学科Jが成り立つといえるだろう 。

だが、 学習指~t;;~:f;Ji に ，ii3il従されている|付平等m日

は、 どれも 'I:;~. ~践的なことがらであり 、子どもた

ちがそのことについて、道徳のH与I/IJに初めて触

れるということは考えにくい。 したがって、道

徳の|向。I/IJを常詩的な内容の確認の時1/1]ではなく、

常識的な内作についての「学科J のlI~j: I/IJとする

ためには、授業のIjlで、ねらいとするf!lIi(il(につい

て子どもたちが深く考えて、他者との学問を:iill

して新たな考え方 ・!盛じブjがあることを知lる機

会とならなければならない。道徳的fIIIi似に対す

る考えや型W{を深めるこうした機会を「ザ:""1 J 
と表現するならば、我々がめざしていることを

ここ では、子どもたちに考-えさせる道徳授按づ

くりと表現することができる(1)。そしてそのよ

うな「学習」 が道徳のlI~i l /lJ に成プ/するためには 、

教師の専門的な働きかけーすなわちJ受業づくり

ーが不可欠なのであるヘ

子どもたちに2号えさせる迫似仮設をつくるた

めには、とりわけ資料分析とtl1i以後検討が決定

的に重要である。授業を榊fL1するにあた って、

どの資料を)I:Jいるか決定するのみな らず、その

資料からどのような(ilIi他が読み取れるかという

ことを授業者が事前に多織な悦点から派くF.l[jiJI{

していなければ、 授業が~ I;. ;f:反な思l角干のレベルで

とどまってしまうことになる。 また、多様なm
点から深く資料を翌11仰できたとしても、その1ft
科と子どもたちを適切に出会わせたり 、イーども

たちがそれを川いて考えを深めようとするため

の手掛かりや手助け、示l唆などを適切に与ーえる

ことができなければ、チどもたちは資料が有し
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ている豊かな印li1ili.の世界の扉をIJf.lけることができ

ずに、そのiIIiで立ち尽くしてしまうことになって

しまうだろう。 したがって、その資料を子どもた

ちにどのように提示し、 どのような発問をするこ

とで子どもたちにどのような学習の機会を提供す

るかという教師の働きかけをユ夫 .11今l朱し、また

子どもたちはそのような働きかけに対してどのよ

うな反応を示すだろうかと予想することが、子ど

もたちに考えさせる授業をつくりだすための鍵な

のである。

本論では、我々が尖I;~~におこなった資料分析や

指導楽検討を詳細lに振り返ることで、子どもたち

に考えさせる道徳授業をおIJりだすためのこうした

鍵の一例を提示してみたい。

1.本論で取り上げる授業の背景

1ft料分析や指i草案検討の具体的な内谷に入る前

に、本研究がなされたI'rJ;(について少 U}~ I則 した

い。今回の指導笑を実質的に作成 し、その指導案

で災|絞に授業をおこなったのは、*論の共同事J凶1・

者のなかの 1:名で、琉球大学教育学部ド付属小学校

に勤務し、道徳教育についての実践 -研究を Fl々

おこなっている教員である(以下、この教員を「授

業者JとH千ぶ)。ド付属小学校の使命の iつには「公

立学校に対する情報発信Jがあ り、1Hir11 )~に

IJf.]fll(される公Im1i)f先発表会では公立学校からの参

観者を意識して提案授業がおこなわれている。授

業者も授業を参観する公立学校の数日jliへの情報発

信を非常に大事にしていて、参観者が提案授業を

兄て、それを自らの学級に持ち陥って実践する こ

とができるような提笑にしたいと願っていた。

ド付属学校の研究発表である以上、そこにある

航の世家性が不可欠であることはいうまでもな

い。 しかし、この提案性がと きに公立学校の教師

にとって、自分たちの1:1常の授業には役に立たな

いものとして映ってしまわないだろうかと授業者

は危倶した。たとえば、道徳授業の場合、既存の

MIJ読本に掲11長されている資料ではなく、自分が作

り出したい授業に合った資料を自作することがあ

る 。 一般に自 f'1; lj'f料-とlIif'ばれているものだが、 I~I

作資料で紫lI~i らしい授業を提案 しでも 、 それを参

叫する公立学校の教師にとって自作資料をつくる

ことは「ハードルが高いJと受け止められないだ

ろうか。あるいはまた、日常的な多忙さの中で自

作資料をつくるI時rt[j的余裕を見出せずに、結局、

「それは附属小学校だの、らJr日常の授業ではな く

研究だからJといって流されてしまわないだろう

か。こうした危悦から、授業者・は今回、雑もが知っ

ている一般的な資料で授業を椛想する ことにこだ

わった。

今回の授業で用いた託料「はしのうえのおおか

み」は、ほとんどの副読本に掲載されていて、小

学校低学年の担任を経験したことのある教師に

とって、な じみのある資料である。 しかも 、この

資料は、雑誌 f道徳教育jに連載されている記手

の中で、小学校低学年の資料として一番人気のあ

る資料として紹介されていた (3)。この資料であれ

ば、公立学校の教師も恐らく授業で、活用した経験

がある人も多いと思われるので、提案授業後の研

究会(授業リフレクション)のときに参加者が自

らの経験を交えながら立見交換することが!UJ待で

きる。そして、公立学校でもその授業を笑際に試

みる教師も現れるかもしれない。こうした理111か

ら、 J受業者は「はしのうえのおおかみ」で提案授

業を構想することにした。

もちろん、この授業が附属学校の公開研究発表

会においておこなわれる以上、提案性を有してい

ることも必要で‘ある。それゆえに、授業者はなじ

みのある資料を用いて、しかしこれまで見たこと

がないような授:業が提訴ミできないかと考えた。「は

しのうえのおおかみ」を朋いた道徳授業では、展

開の工夫として役割演技を活用している授業をよ

く見かける。そこで授業者は、資料の各場面での

登場人物の心'lfIを問う 一般的なインカ ルケーショ

ンのスタイルや、役割演技を活用 した授業のスタ

イルではない、子どもたらに考えさせるための工

夫を試みた。こうした授業を構想するために、筆

者たちは合計3回集まり、のべ 13時Ilijを担やし

て検討会をおこなった州。

では、そのような提案授業がどのように構想さ

れていったのか。次草以降では、資料分析や指導

案検討の過殺でなされた議論や提示されたアイ

デイアなとを具体的にとり あげ、子ども たちに考

えさせる道徳授業をつくるための視点を提示して
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いくことにしたい。

2. 資料選定について

「は しのうえのおおかみ」を資料としてJTJいる

としても、先述 したように、この資料は多くの副

読本に1M11決されており、その挿絵だけでなく、 表

現も少しずつ拠なっている箇所がある。そこで、

「は しのうえのおおかみJという資料を分析する

まえに、どの/.1:¥版社の「は しのうえのおおかみJ
を{史川するかという ことからまず検討した。

授業者はMリ読本6主J:に掲殺されている 「はしの

うえのおおかみ」を比較して、そのうちの 4社の

資本|を検討会の場に持ち込んだ(図 1)。

「はしのうえのおおかみJの資料はすべて、次

の3つの場聞から構成されている。まずおおかみ

くA社〉 <B干土〉

1;(，んばしがありました。

うさぎがわたってしてと、 むこうから

おおかみがわたってきました。

「こら こら、もどれ、もどれ俗おれが

さきにわたるん広」

おおかみが こわいかおで、

どなりました。うさぎはひ・っく りして、

すごすごとあとへもどっていきましfこ。

fえへんえへん。j

おお均、みは、このいじわるが

とてもおもしろく なりましfら

それからは、きつねが きても、

「こら こら、もどれ、もどれ」

たぬきがきても

『こら こら もど才1、 もどれ勺J

と、 おいかえして しまいました。

あるひ、おおきなくまが、

はしをわたってきました。

おおかみはあわてていいましたe

fわたしが もどります。J

くまはてをふっていいました。

「ほら、 こう すればいいのふJ

くまはおおかみをだきあげると、

うしろにそっとおろしてやりましTお

おおかみは くまの うしろすがたを

いつまでもみおくっていました。

つぎのひ、おおかみは、はしのうえで

うさぎにあ~ 、ましTこ。 う さぎはあわてて

もどろうと しま寸〉おおかみはやさしく

よびとめました。

おおかみは うさぎをだきあげ、

うしろにそっと おろしてやりましTら

おおかみはなぜか、まえより ずっと

いいきもちでしfニヲ

いっぱんぱしが ありましむ

あるあさのことでした。うさぎがはしのまんなかま

でわたっていくと、むこうから、おおかみがやってき

ましfゐ

fこら、こらJ

と、おおかみは うさぎをにらみつけましTこ。

『おれがわたってきたのにきがつかなかったのか。も

どれ‘ もとすIoJ

おおかみに どなられて、うさぎは すごすごと うしろに

もどりまし1ゐ

fえへん、えへん。」

おおかみは、 ζのいじわるがとてもおもしろく なり

ましむ

それからは、きつねがきても、たぬきがきても、

fこら、こら。もど't'L、もどれ勺j

と、みんな うしろへおし、かえしまし1こ。

ところが、あるひのゅうがた、 おおかみは、はしのま

んなかで、 iまったり、おおきな くまにあいました。

おおかみは、あわてておじぎを しました。

『わたしが うしろへもどりますe どうぞ、おさきにわた

ってくださ~"J
くまは、てをふって~ ，~、ました。

f~、や、いや、それにはおよばないよ。 ほら、こう 寸寸1ば

~ ，~、のさ。J

くまは、おおカU与をだきあげて、うしろにそっと おろ

しましfこ。

おお均、みは、「なんてやさしいんだろうけと おもいまし

た。そして、くまの うしろすがたを、いつまでもみおく っ

ていました。

つぎの ひ、おおかみは、はしの うえで、うさぎにあい

まし1ら

うさぎl士、あわててひきかえそうと しました。おおかみ

は、やさしく よぴとめました。

おおカマバ立、うさぎをだきあけヘうしろにそっと おろ

してやりました。

おおかみI士、ふしぎなことに、まえより ずっと いい

きもちになりましTゐ

図1 出版社4t土の資料
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くC干土〉

一ぽんばしが ありました。

うさぎがわたっていくと、むこうからおおかみ

がやってきました。

にらこら、おれがさきにわたるんたもどれ、

もどれ。J

おおかみが、こわし、 かおで

どなりましTこ。うさぎはびっくりして、

すごすごと もどりました。

「えへん、へん。J

おおかみはおおいばり。とおせんぼうがおもしろ

く なりました。

それからは、きつねがきても、たぬきが きても、

いばって

「こら こら、もどれ、 もどれ。J

と、おし、かえして しまいました。

ある ひ、おおかみは、また、はしを

わたって いました。すると、びっくり。

まんなかに、おおきな くまがのっそりと たって

いたからて寸ユ

おおかみはあわてて、おじさを していいまし

た。

「わたしが もどります。くまさん、どうぞおさき

(こ。j

すると、くまはてをふりました。

「し、や、いし、んたこうすれば、いし、のさ。J

くまはおおかみをだきあけ.ると、

うしろにそっと おろしてペふりました。

おおかみははしの うえにたって、

くまの うしろすがたをいつまでも

みていました。

つぎのひです。

おおかみは、はしの うえで うさぎに

あいました。うさぎは、あわてて

もどろうと します。おおかみは、

やさしく よびとめまし1こ。

r~ 'v、んだ、いいんだ、うさぎくん。ほら、こう すれ

ば v，~、。コさ。 j

おおかみは うさぎをだきあげ、

うしろにそっとおろしてやりました。

「えへんへん。J

ふしぎな ことに、おおかみは、まえより ずっと

いいきもちでした。
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<D社〉

し、つl;fん{ましがありました。

うさぎが、まんなかまでわたって き

た ときでサユ

「こらこら。J

と、おおかみが、うδぎ会 にらみつけま

した。

「もどれ、もどれU

おおカワバこ どなられて うさぎは う

しろへ もとーって いきました。

「えへん、えへん。」

おおかみは、この いじわるが、とても

おもしろく なりました。

きつねがわたってきても、

fこら こら、もどJ1，、もど才LoJ 

たぬきがわたってきても、

「こら こら、もどれ、もとtnoJ

おおかみは、

「こらこら ー。Jと しW、かけて、くちを

おさえました。

くまが たっていたので守九

「わたしが もどります二」

おおヵ、みがいい来した。

くまは、てをふっていいましt:_.，
fほら 、 こう勺YれJま v'~ '/vだよ。」

おおかみをだきあげて うしろへわ

たしてぺJ りまし1こ。

「なんてやさしい くまさんだろう。J

おおかみは、はしの うえから くまの

うしろすがたを、いつまでも いつまでも

J升ていました。

それからおおカU与は、

みんな企やさしく わたしてやりまし

た。



が他の動物に意地主主をして楽しんでいる.t;)j前l、次

にくまに会っては しを波してもらったJ)}j1M、そし

て以後に他の動物たちに催しくな った場聞があ

り、どの場I師のどのiffimi'fこ主i=l1するかによって、

ql{，~色 I I.i J カ{i火 ま る 。 したカすって、イ・どもたらにイiif

をどのように考えさせるかという J受業 l没~tIーに}必じ

て、資本;1.の吟l床がおこなわれた。

たとえば、おおかみが橋のートーに立ってくまの姿

をじっと見ている場而で、B主|ーの資料には 「おお

かみは、Iなんて やさしいんだ.ろう 。jと おも

いました。jという記述があり 、01'1の資料にも「な

んて やさしい くまさんだろう。Jという花述

がある。この場而は子どもたちにくまの優しさを

考・えさせたい霊安なjtJj而であるにもかかわらず、

この 2社の資本|にはすでに 「なんて能ーしいくまさ

んだろうJと考えさせたいことが刊かれている。

だからくまの催しさを授業で考えさせるなら、こ

の2キ1:の資本|は不適切だというな比が11'，された。

|吋係に、おおかみがくまに波してもらった後の

訂作ちを考えさせるならば、おおかみの心↑fiが1lj:

かれていない D社の資料がいいだろうという立

はもあった。D社以外の 3社の資本|では、以後に

おおかみは前よりずっといい気持ちになったとい

う表現があるが、D社の針料にはその表脱がない。

だから D社の資料を用いれば、このJ))jHliでのお

おかみの気持ちを考えさせることができる。

しかし、この故後の場市iでのおおかみの心'h'i表
現については、上記とは逆の立比も 1'1¥された。お

おかみの伎ーしい気持ちというのは、-[-どもたちに

I Il J えば作家1に答えられるので、 辺1!~1:授業の ' I '{、発

IIlJにはならないだろう 。また、この心↑lsjをHiIうこ

とを疑業の中心に侭えると、計{}'I)名j品;I(liの心情の

変化を丁寧に押さえていく従米の心的迫徳のスタ

イルになってしまい、能楽性が弱くなる。むしろ、

おおかみは優しい気持ちになったということを学

刊のゴールではなく 、前Jitあるいはスター 卜して

j担え、そこから道徳的{illi似を涼める)j掠ーをJ架った

んがいいのではないかということであった。

id終的に、D社の資料をJjt笑援業では)IJいる

ことになったのだが、それは lit.純に D主1:の白料

が他の出版社の資料よりもi長れているからではな

かった。例えば、D社の在来|は読んで町いて非常に

リズミカルで、=，'仇‘

でいくという芯立〈り」比Lがあつた。Ot.l:の資料のこの特

徴は、物;fi-をl味わうためにはいいが、先に示した

ような3場町lを切り取って、登場人物の気持ちを

問うような授業をおこなうためには、D社以外の

資料のブjが向いているといえる。つまり 、どのよ

うな授業をおこなうかによ っ て、よい資料のi!~Ì'終

が変わってくる。いいかえれば、当たり前の訴だ、

が、授業のねらいヤ展開に合わせて資料を選択し

なければならないのだ。もしも、資料の最初の方

でおおかみが百-っている「えへん、へんjという

言葉と 、最後に-i(った「えへん、へん」という言

葉がc1'Jの資本|に11'，てくることに着目して、こ

の同じ言葉の:tJJ床のillいを考えさせることで、お

おかみの心Wfの変化に:i.!Jる授業を構想するのであ

れば、最後のj必Htiでも 「えへん、へん」というセ

リフがあるのは Ctlのみなので、C社の託料を

選:J1~することがi由切となるだろう 。

D社の資本|を選んだJlIlIHも、授業椛想との|具i

述からであった。今1111は、名J劾而の心情の変化を

追うような典I\~ (i0な綬3住民 IJf-Jではなく 、 ある植の

提案性をも ったほ業をおこないたいという授業者

の立図が、この資料選択に怖く働いていた。その

ため、くまに波してもらっておおかみは優しい気

持ちになったとか、他の!li)J物たちにも優しい気持

ちでmするようになったということは、最終的に

子どもたらに鈍科してほしいポイントではなかっ

た。むしろそれを資料から読み取れる前提と して

縦認したうえで 、 その次の)l-~I;日を切り妬くような

授業を椛恕したと き、Oll:の資料が最も適切だと

思われたのである。ただし、能楽授業で実際に子

どもたちに舵示する|努には、 一部手を加えて問い

られた。

3.教材解釈の事例ー おおかみがくまから

学んだことをめぐ って一

( 1 )多様な教材解釈が豊かな授業を創る

この1ft;J:-!Jを似って何を考えさせるのかという I:':J

いは、J受J長ーを行ljiU1するときに'ii?にri.i'lを悩ませるIIlJ

也であり 、考えさせるほ業をつくるための鍵を似

るポイント でもあ る。「はしのうえのおおかみj

の場令、 J成版っていたおおかみが優しくなったこ
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とに子どもたちをII'Jかわせようとすると、おおか

みの倍近しくなった気持ちをどうやって子どもたち

に自分事として尖!必させられるかという s課題にI!'j:

而する。その iつの)J鍛としてしばしばi引削減i技

をJIJいた授業以IJf.Jが舵奈されているのだが、 Tど

もたちは本当におおかみの{長しい気持ちを型肝し

てii)(じているのか、あるいは前じることでその気

持ちを本当に自分事として!必じているのか、if.前

なところ、疑川が技るのも・Ji実である。

そこで、どのような問いを設定するのか追求し

た過松を示してみたい。まず本部では、授業の悦

恕の中には限緩採川されなかったが、資料分析や

J受業のJKJjりを考える上でヒントになった考察を利

介したし、。ここで紺介する考察のほとんどは、確

かに授業展開の1]'には取り入れられなかった。だ

が、子どもたちがこうした制点からJJ:見を11'，さな

いという保i1iEはない。子どもたちから予恕もしな

かったような意見や質問がIL¥されて対応に脊服し

た経験は、句会校でJ受染をおこなう者ならば全μが

経験のあることだろう 。 したがって 、 教;I~研究の

段|併で尖jl~な意見も含めて多様な観点を予め挙げ

ておけば、それだけ授柴の小でそのような突飛な

立見が11¥されても慌てなくて済むはずである。こ

うした事前の幅jムーぃ考終は、ある7立l味、秀逸な「チ

惣されるチどもの反応Jだと促えることも可能で

ある。

また、こ こで示した比併は、「はしのうえのお

おかみ」のりIJの解釈の11]"能刊:を切り桁くものでも

ある。授業のねらいをどう l没定し、そのねらいに

どのようにアクセスするかということは、授業者ー

に委ねられている。 したがって、今1"1の授業が「は

しのうえのおおかみ」をJlJいておこなう rJF:しい

綬業」なのではiたしてなし、 資料に柿かれている

状況の多微な分析・は、 J受業付'l!'fJ.'.の多f:'(iな選択肢を

付与成し、数日iliの授業桝恕力の向上につながるはず

である。

(2 )くまの行為について

くまはなぜおおかみを.l"'c!きかかえて杭を波 した

のか。一般的な資本|ーの説frffでは、それはくまの優

しい行為であり 、「思いやりJとか「籾切Jといっ

た行必で去現される 似li仰iに il，~づいた行為だとされ

るだろう 。しかし、くまはこの行為を何気なくお

こなった可能性はないだろうか。つまり 、どちら

かが後ろに下がらなくても こう したらお互いが

さっと波れるという思いだけでおこなった、単純

な反応としての行為だったのではないかという解

釈である。たとえば政々は、道を:!J.-;-v、ていて人と

すれjsうl時、jgqlj川こよっては相手とぶつからない

ように半ば無立識に休をよけて:!J.;・く 。これと同じ

ように、くまは特別な思いもなく、当たり前のこ

ととしておおかみを抱きかかえて波したのではな

いか。

もしそうだとするならば、この解釈は授業桃想

にどのような;話料を与えるだろうか。これが何気

なくやった円常的な行為だとするならば、それを

[思いやりJとか「親切」だと表現するのは少し

立|床が以なってはこないだろうか。単純な反応と

してこの行為をしたのであれば、おおかみはくま

を r.I'¥_I，¥..、やりのある人だなあJとか「親切な人だ

なあ」と思ったと恕定することは、語感としてあ

わない。こうした行為を表現するのはやはり 「優

しいJという言葉である。だから、くまは、意殺

してか無意識にかはともかく 、おおかみに対して

優しい行為をおこなったのであり 、それをおおか

みは「優しし、」と感じたということになる。

こうした考察から、学習指導案では rf憂しさj

をキーワードとして使用し、「思いやりJとか 「親

切」という川訴をJI打、る場合は慎重に使用した。

これは、 学r11桁i草案に実際に反映した点である。

だが、くまの行為がな識的だーったか、それとも

如意識だったのかは、 I::)~ではないということに

なった。くまの行為から 「優しさJを感じたおお

かみにとって、それがたとえくまの何気ないM，意
;伎の行為であったとしても、その許制liは変わらな

いからである。

(3 )くまとおおかみの聞には権力関係があるの

ではないか

おおかみはくまがl二l分を抱き上げて析を波らせ

てくれたことを 「なんて やさしい くまさんだ

ろう。」とつぶやいて、おおかみは慌の上からく

まの後姿をいつまでもいつまでも見ていた。おお

かみはくまの行為に対して但・しいと感じて心がjfVJ
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かされている。この心的の変化が後に他の動物に

対する態度の変化につながるわけだが、では、お

おかみはなぜくまの行為に対して俊しいと思った

のだろうか。

もちろん、くまが抱きかかえてくれて、おおか

みを波してくれたからだというのが答えである。

だが、その前のおおかみの行動に活d~1 してみよ

う。一本析の上で、くまに11¥会ったとき、おおかみ

は「わたしが もどりますJと言っている。これ

は、決しておおかみが優しいからではない。おお

かみがくまに道を譲ろうとしたのは、くまの方が

じぶんより力が強いからであり、おおかみにとっ

て、 力の耳目し、ものが道を譲るのが当たり前という

行動原理Hによるものである。笑際、おおかみが他

の動物たちを「もどれ もどれ」と後ろへ引き返

らせていたのも 、おおかみ自身が他の動物よ りも

強いからそうするのが当然で、あると考え、この行

動原理に基づいていたのであろうとtltiJ!ljできる。

したカfって、おおかみがくまを優しいと担、ったの

は、力の弱いもの(おおかみ)を後ろへ戻らせて

もいい存在である力の強いもの(くま)が、そう

はしなかったからではないだろうか。つま り、お

おかみがくまの行為を優しいと感じたのは、おお

かみとくまの11-1]のそのような力の関係、すなわち

椛力関係を前提にしているといえるのである。

これは、別の人間関係に置き換えてみるとどう

なるだろうか。たとえば、会社口が会社のエレベー

ターに来ろうと しても先に社長が釆・っていたらili

催したり、 I~I 分が釆っている とこ ろに社長が釆っ

てきたら自分は|年りなければならないというルー

ルがある人間関係を想定してみよう。その会主1:貝

があるとき、エレベーターに釆ろうとしたら社長

が乗っていたので自分は述応しようとしたら、社

長が「いいよ、 一緒に来れるから、来りなよJと

言ったとしよう 。このとき会社員は社長のことを

i1なぶらない、心が!よい{変しい人だ」と感 じるだ

ろう。この感覚が、おおかみの抱いた感怖と同じ

ものではないだろうか。エレベーターに1:下い人が

来年っていても、あるいは1:'，下1

ても、エレベーターに一緒に西表れるスペースがあ

れば乗って当然で・あるという行動版印をもし前提

にすれば、社長に対して「体ぶらなし¥心が広い

催しい人だJと感じることもなく、当たり前の日

常的な行為として会社員には認識されることだろ

っ。
さらに、これを部活動の中の先輩ー後31R関係

に世き換えると、より -fo~理解が深まった。 中学

校時代の部活動のような厳しい上下関係の':1:1で、

先輩からの理不尽な要求に従わされていると、自

分たちが上級生になったとき同じことを下の学年

にしようと思ってしまう人も少なくないかもしれ

ない。だがもし反対に、先輩たちが自分たちを優

しく世話してくれたなら、きっと自分たちもそう

いう優しい先那となって後輩の而倒をみようと思

うことだろう 。おおかみもまた、くまにそうやっ

て拡-してもらったから、自分も他の動物に同じよ

うに優しくしようと思ったのだとJiJ1'釈できる。押

絵を見ると、船:かにこの資;jEIに登場するくま ・お

おかみ以外の動物(うさぎ ・きつね ・たぬき)は、

おおかみよりも小さな姿で:tII白かれている。

(4)優しさと権力関係の間の問題性

もっとも、こういった考察は資料に拙かれてい

る場而をより深く理解することにはつながった

が、授業の中でこのことを子どもたちに型解させ

ることが学習課題として適切かというと、そうで

はないという立見が検討会の中では大勢を占め

た。

まず、授業対象の 2年生にはこのような厳しい

上下関係が迎ifl1?できないのではないかという懸念

が授業者ーから示された。授業者によれば、 l年生

から 6年生までが一緒になっておこなう縦割り活

動が盛んなため、上の学年の子どもが下の学年の

干ども に優 しくしたり世話をすることは当たり前

だという固定観念がおそらくこのクラスにはあ

り、力の弱いものが遠慮しなければならないとい

う行動脈裂は理解しづらいだろうと思われた。

そして何よりも、こうした権力関係を前提にし

た「怯;しさ」を授業のねらいとすることに対する

問題が指摘された。これは、ここで取り扱う優し

さが「自分より弱い対象liJi7主の優しさ」になって

しまうことを註I!未していた。子どもたちにはそう

いった力関係にかかわりなく、みんなに対 して俊

しくなってほ しという願いが授業者-にはあった。

-127-



とりわけ、クラスのflIllUJ"'1二lてがおZi--いに優しくし

てあげられる関係になってほしいと願う授業者に

とって、「自分より弱い対象限定の優しさJは1<1

分たちのクラスに望ましいものとはいえなかった

からである へ

優しさと権力関係のこうした問題性は、実は年:

押桁j必要領にも表れている ことが、検討会の議論

の中でI!J.Jらかになった。今回の授業のねらいにも

なっている道徳の内容項目 「幼し、人や出齢者など

身近にいる人に温かい心でおEし、親切にするJ(2 

一 (2))について、I小学校学習桁導要領解説道

徳編』では次のよう に説明されている (図2)。

rw(説j を見ると、 ここで示されている嵐かい

心とは、「他の人に接するときの基本的姿勢jで

あり 、その対象は 「身近な人」とされている。し

かし、その説明の最後に「特に、身近にいる幼い

人や高齢者等との触れ合いの111で」優しくするこ

とカ叶とめられるとも ある。 したカfって、W('FJiを ji先

む IIJ.~ りでは、小学校低学年のねらいとして設定さ

れる思いやりや優 しさが、すべての人を対象に し

た恭本的姿勢なのか、それとも「臼分より51jしゅ1

S6\( I~H5包の{去しさ」 がとりわけ重要なのか分か りに

くし、。あるいは、「自分よ り弱い対象限定の優し

さ」を11¥3'を点にすることで低学年の子どもたちは

催しさの本質をつかみ、その上で{愛しさの対象が

次第に拡大していき 、最終的には身近な人全日や、

他者と緩するときの基本的姿勢となることがmJ1す
されているのだろうか。また、こう した点を踏ま

えて、ザ:何J行i必要官iの|人l作mfjとして fyJ)v、人や

尚ili;;おなど身近にいる人に討"t-!J、ぃ心で按し、親切

にする」という 2<T:.llは迎切といえるのだろうか。

この問題は、紙1(liをかけて必然すべき諜題として

残った。

4. 授業のねらいと展開の工夫

( 1 )つながる優しさ

資料「はしのうえのおおかみJからは、一般的

には「キIITを込lいやって1封切にしようJとか、「親

切にするとお lI:いに気持ち良くなるから、進んで

人には初切にしよう」というねらいが読み]収れる。

しかし、こうしたねらいはあまりにも表的i的すぎ

て、版業の111で谷易にがJ:i主できてしまう 。そのた

め、「他国行には催しくしようJという「??紫Jを

先.s:.ヤワークシー トで符えるだけでは、 了ーどもた

ちに考えさせる道徳J受業とはH千べない。では、道

徳学刊の 11 1心 Ij~Ulii としてどの よ うなねらいを;没定

するか。 今1111の ;I~~~相変;{::の '1 1 で、我々が 「はしの

うえのおおかみ」を)IJいて1;むじしたねらいは、「催

しさがつながるJということである。

くまから似しく抜ーしてもらったおおかみは、 そ

れを{むの刷物たちに :，I{.んでおこなうよ うになる。

つまり 、くまからおおかみへ、そしておおかみか

ら他の動物へと似しさがつながっていったのであ

る。このとき 、くまが!i.1文l的に催しく扱したのか、

それとも何気なくおこなった行為だったのかは問

題とならない。なぜなら、たとえくまの行為がl変

他の人に接するときの基本的姿勢に関するものであり、キ11ごfーに対する思いやりや税切な心をもら実

践のできる児主を育てようとする内科項目である。 i:.に、第3・4学年の2の (2)及び第5・6学年

の2の (2)と深くかかわっている。

よい人間関係を築くには 、 相手に対する!と川、やりがイ~ .IIJ 欠である。 .'~l \' 、やりとは 、 相手のな坊を ~ffj

しittり、白分の思いを相手に向けることである。そして、それは、 Jl体的にはdltかく見守・ り、接する

ことや、相手の立場に立った励ましゃ援助などを合む親切な行為などとして表れる ことがJUJ侍され

る。特・に学校においては、多微な人との直接的なかかわり合いの機会を多くし、人Ilij没を根底とした

思いやりや親切な行為の:立義を笑感できる機会をつく っていくことがm裂である。

この段階においては、 身近な人に}l~ く " を lílJ け、 ìl"t -!J、ぃ心で持し 、 税切にすることの大切さについ

て考えを深められるよう指導する必姿がある。特に、身近にいる幻')v、人や正:J齢者ーサ:との触れ合いの中

で、相手のことを考え、催しく按し、具体的に1J.¥切な行為ができ るようにする ことがぶめられる。

図2 小学校学習指導要領解説道徳編における低学年 「内容項目 2一 (2)Jの解説
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しさなど全くむμ践しないで何気なくおこなったも

のであったとしても 、そこからおおかみが催しさ

を感じたからこそ、それは他の動物にもつながっ

ていったのである 大切なのは立"注しておこなう

かどうかではなく 、そのわl'ねから判n三が佼rしさを

!ぷじるかどうかなのであり 、 J!1tIEJ誌の(~しさもま

たつながるのである心

f(1i'!しさがつながる」ということから、チども

たちは次のようなことを与え、 /tぶことカfできる

のではないかと、検，H会ではNJf.'j:を込めて:担保が
11がっていった 3 くまも以liij(こil(i;かに(i!iしくされ

たから、おおかみに似しくしたのかもしれない。

くまに似しくされたおおかみは、その後たぬきに

i愛しく後した〉おおかみに優しくされたたぬきは、

そのあと、他の動物にも1愛しくするだろう。そし

て、たぬきに催しくされた動物も、またi也の動物

にi愛しくしていく 。こういった「催しさの述鎖j

を子どもたちが赴1ぬできれば、「優しさjに対す

るこれまでなかったJ1rr向午を j住 1~:することができる

だろう (1:;(13)c 

r (i!iしさがつながる」ということは、「優しさが

!ム-がる」ということも立l派する。こうした制点で

は、i会しさとはlIAI人のド!:f(や会{1守ちといったIUIじ

た111:界の川胞ではなくなる。fJ，、がiiliiかにi延しくす

るということは、 At、とその相手だけの問題ではな

く、それが{也の他行にもつながり 、その他脅から

また別の他民ーへと Il~がっていく 。 こうして11Eえた

11.'，:， (，延しさは・人・人の I;~~姐としてだけでなく、

や級会体が催しくなるという!/~1・tlゃtt会の球担と

して(¥/:li'i:づけることがIIf能となる。 もし子どもた

ちカf催しさに対するこのような.f!H慨をj控1~:'できれ

ば、，♂つ午.:ア;!:級それiド1'1(.休本がト悩記しい弘北集SI.山、イ小引|トい.1仏i

変?符L等千パすす舗る契{機幾をj勉堕引1刊!リ;サす揖ることにつながる。これが、

今11川H川11のJ舵J赴tど，京j本81援支受.於のめざしたi以lは」μμit終iキ冬的なねらいであつ

た。

(2)ねらいに迫るための発問の工夫

uじのような r(i!iしさがつながるJという観点

を下どもたちが姫1!}するために、授業"fiは「おお

かみに{愛しくされた(たとえば)たぬきは、この

fをどうしただろうJという発問を展開後段でおこ

なうことにした。こうした発問によ って、i圧しさ

がつながるイメージを子どもたちが視j1:的にj些W，

していく契機をJ受J粧のiJl(こっくり IJ'，す ことにし

た。そして、Tどもたちの「わから 、「つながって

いるよ、先生、リレーしているみたい。Jという

ような、さらにイ メージを位かに広げるような発

コ・がでることを"'il;・行たちはWJ待 した。 もしこれを

リレーにたとえるなら、受けil.主されているのはま

さにノfトンではなく、催しさということになる。

また、使しさがつながるだけでなく、クラスの

小に広がっていくということを考えさせるため

に、次のような発11:]を川立した。上記の凶のIJ'で、

もし、たぬきがうさぎに位iしくしなかったとした

ら、この優しさのつながりは途切れてしまうのだ

ろうか。こうした!日lいに対して、他の動物からう

さぎに阪しさが伝わっていく 、あるいはうさぎを

J也えてきつねにも伝わっていくという ことを定1倣

させたい (1:;(14)。つまり 、誰かが佐-しくしなかっ

たとしても、集|ニtJとしては他に も f~ しさがf云わっ

ていく 1111路があり 、それが集l'j'lとして催しさが伝

わっていく 、あるいはlム.がっていくというj概念の

イメージを授業?tが県仮に描く 。学級全体に{妥し

さがつながっていく 、 I.i.~がっていくというねらい

によって、子どもたらに意識させたいのは、こう

した慨念イメ ージによって表現されるような学級

集~fIとしての変化(成長)なのである 。

さらに、「ねずみはくまに{乏しくすることはで

きないのだろうか」という発11:]も、 授業の展1)11次

~で、はイ( 1)) となるかもしれない。 子どもたちがこ

の似r しさの辿飢を .1!!U~'・識のうちに 「体の大きい動

物から休の小さな刷物へ」と いう ー}ililJの流れで・

くま → おおかみ → たぬき → うさぎ → きつね → 

図3 つ な が る 優 しさのイメージ①

-129-



くま→おおかみ → たぬき xx うさぎーきつね一ねずみ

図4 つながる優 しさのイメ ー ジ②

従えていると 、体の小さなねずみからくまへと流

れるブil合l悦1はな識しづらくなるだろう。資料の"，

でも 、 一本橋の上で抱きかかえているのは'lt~' に体

の大きな動物であるし、その延長線上で、上記の

凶の，，-，での動物の並びも体の大きな動物から小さ

な動物へとなっている。 しかし、優しさの表現の

仕方はイ"Jも相手を抱きかかえて微を波してあげる

ことばかりではない。 くまに対してねずみにでき

る優しさがあるはずであり 、そもそも 、述鎖して

いるのは行為ではなく俊しさという気持ち、相手

への配届:なのである。

(3)子どもたちに考えさせるための授業展開の

工夫

今|旦|の授業において、子どもたちが「つながる

優しさ」というねらいをいきなり獲得することは

恐らく無理であり 、そのねらいに主るためのプロ

セスが必嬰となる。そして、そのプロセスにおい

て、「他人に優しくすることはいいことだ」とか「優

しくされるとぬ1ししづと いう一般的 ・常j町内な官IIi

値製Wfoを一応は子どもたち全日が限認するという

段階が必裂となる。また、子どもたちはこういっ

た一般的 ・ r:;~.j1般的な制1i11内政Wf.について、言葉のレ

ベルでは授按に|臨むI!ijからすでに継仰 していると

想定さ れる 。 つまり 、 これまでの [I '': ;\'~I :.前のなか

で、子どもたちは「人にすすんで俊しくしたブjが

いい」ということを言来-の レベルではすでに位制

し ているが、 それによ.来せする )r~で 、 if長，しくさ

れると臨しし、」 、 If~しくすると似しし、J という気

持らを 11~1人的な受け止め方として強化する。 そし

て、そう いった一般的・叩-識的な足I!仰を断まえて、

if五・しさはつながっていくJ、「優し くすることで

相手を変えることができる」、「優しくすることで、

学級全体がより よい社会へと変わっていけるJと

いうさらにもう一歩深まる理解がめざされる。こ

うして、3つの段階を踏まえた授業のねらいが構

成されたへそれを図示したのが図5である。
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想定される授業前の子どもの価値の自覚|

0優 しくすると互いによい気分になるから，人には進んで優しく

した方がいい

。言葉での理解のレベル

E 資料を通して，改めて一般的な価値を自

。優しくされると嬉しい(気分がいし、)

0意地悪するより，親切にする方が気持ちいい

@優しくされる側の個人的な受け止め方 ・捉え

1m さらに深めたい子どもの考え|

0優しさはどんどんつながっていく

0優しくなるためには，優しくされることも必要だ

。優しくすることで相手を変えることができる

@よりよい社会をめぎして集団の在 り方を変える

図5 ねらいとする価値への追求の見通 し

ただし、「さらに深めたい子どもの考え」とし

て設定されているこの第 3段階のねらいは、子ど

もたち全員が到迷できなくてもよいものであり、

授業の中でそこまでいかなくても よいという姿勢

が授業者には必要である。子どもたちにここまで

気づいてほしいという別待が強すぎると、子ども

たちが型W(できていないにもかかわらず、秋川が

J受~の展開をねらいの抗 3 段階まで進めてしまう

危険性がある。子どもたちが自分たちのプJでは到

底到達しないだろうという展開の中で、教r.iIiが子

どもたちに気づかせたいと強く願うと 、その授業

では教師が第 3段階のねらいを教え込んでしまう

ことになるだろう。それでは子どもたちに考えさ

せるという授業の趣旨から大きく逸脱してしまう

ことになる。子どもの考えを発展させるためにヒ

ントを与えることと、子どもの型W(，が追い付心、て

いないにもかかわらず子どもたちを誘導し、教え

込むことは、 全くの別物である。教師にとって、

子どもたちが深い内科まで理解してほしいという

l顕いをもち、それをJUJ筒して授業に|臨むことは当

然だが、その日のJ受業では無理Ilだと判断すればm1
くそれを諦めるf創立が授業者には必要なのであ

る。

5.おわりに

本論では、子どもたちに考えさせる道徳授業を

つくりだすためにJI~ りくんだ工夫や手立てについ

て、資料分析や折噂策検討といった教材研究に焦

点を当てて論じてきた。それは授業をおこなう両ij

の段階に限定されたものであり、そのため尖際の

授業についての分析はあえておこなっていない。

しかし、以後に災1:祭の技-業のエピソードに附lji.に

fqs!れて論をIUJじることとしたい。

2013 !rl~ 11 ) J 23円におこなわれた舵案授業で

は、「つながる慌しさJについてはおおよそ学習

できたといえるカf、やはり「催しくすること で、

学級全体がよりよい社会へと変わっていける」と

いう考えには、ほとんどの子どもが歪らなかった。

また、授業者もそこまでは至らないだろうという

ことを授業の'11で予知iして、あえて授業をそこま

で進めることはしなかった。

だが、 J受業者ーのー子?Billしていなかった意見が子ど

もから 11'1されて、 J受業者や参観者たらが驚かさ

れるJ;;jiffiもあった。「どうして{変しさがつながる
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の?J という教omの発1 11]をめぐる議;~命の'1'で、あ

る子どもが.fいいことはつながっていくけど、

悲いこともつながっていくし、たとえば思いこと

をしたらおJ起しとかされるから、 Jtfいことじゃな

くていいことをどんどんしていっていけば、いい

ことカ〈つなカfると思う J と)~ ，j した。 こ ~ Lは、 Jtl、

返しのように良いこともつながっていくが、仕返

しのように，tいこともつながっていくから、?巴い

ことをしないことが似しさをつなげていくことに

もなるということを、改めて何'11H{1.させられる発言

だ.った。

本論では、抑制もいまだ多く賊されている。本

文-でも触れたように、!よ川、ゃりゃ親切Jという l人j作

唄LIについて、 j作釈をj栄め草刈I!.する必裂があるこ

とが認識された。 また、「はしのうえのおおかみJ
という |日lじ資料をJlJいて他の災以内がおこなった

授業と、今1111の援・業との比較検討もイrl'主義だと思

われる 。 こうした ， :!I~mについても今後ll\( り組んで

いきたい。

{註]

( 1 )技々はilll組道徳教ffフォ ーラムという研究

会を組織して道徳招来.づくりに取 り組んで

いるが、その|携には状々のめざすほ業を、

「考えることJと f，話し合うことJをillfJLし

た迫他授業と 11'['んでいる。木論では、「考え

ることJと「前し令うことJをm:制した遺

憾授:来と 、了・どもたらに考・えさせる泊他授

業をIfIJ;;主として JIJ いている 。 ûi~術にいえば、

今回のJ受業では fi日ーし合うこと」の契機が

あまりntrifliに1'1'，てきてはいないため、了・ど

もたちに考えさせる辺l.'t~授業という名称を

{史IIJしている。

( 2) J'.:J血完治「小・ 111学校における道徳教育の

制徴」小笠原illlijli・111代 1;';)~L ' JJ!~ 11:之縦 『道

徳教行の可能'1"1・J(数行的思考の作法4)稲

村1'1¥1以、 2012イ1:，、とりわけ第 3節「道徳学:

習の民IJfJJを参!!(l.o

( 3)氷問繁雄「解説/徹底jUI.J:1t! :11占も使われ

ている定書資料とはHi.u徳教育J1りj治|文1~:: 、

20131ド6月号。

( 4)資料分析とf伝説案検討のために航 行ーたちが

集ま った検討会の FIII.¥と参加人数は以下の

通りである。なお、このなかにはほJ長官と

筆者たちが11/;1日1)に+11?ji 検討した-');'，{91)は合

まれていない。

第 I凹検討会 2013.{1二9))26 11 (本)

参加I~，日 5~〆l

第211111食討会・ 2013年 10))1711(火)

参加-~' 5 i'1 

第31IT1検討会 2013イド 1I))111(金)

参加す;'5 i'1 

(5 )優しさについては、さらに次のようなこと

も考えなければならないだろう 。 もし、お

おかみがくまを怖がって一本析を引 き返し

たり、迫を譲ったり した場合、 それは催し

さと呼べるのだろうかという問題である。

相J手が怖いからとか、 1'1分が被'，1~:を受けな

いようにという FI!.Iれから、中"乎のfffむよう

な行動をと ったぬ介、それは催しさに古代し

ないのではないだろうか。だとすれば、催

しさとは王J!.~的には)1 1刻係の '1' にあったと

しても 、心の '1 1 では~:"手を対・等に 151 吊.する

ときに* まれる 1i"i1~( なのかもしれない。 た

だし、本論においては似しさの本質に|弘iす

る考察はいまだ不十分であ り、 今後きちん

とH今|床すべき課題として伐されている。

( 6)同5の示したねらいの設定について、詳し

くは以下に判iliXされた迫 f!t~教J'imsの桁行を

参!恨のこと 。『琉球大'1!~*;文育学部lif.j J/[:，小学校

研究紀要Jtr;314t、201311'0 r琉球大学教

育学部附M小学校研究紀嬰j抗32集、 2014
:q:，刊行予定。
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[資料]
第2学年道徳学習指導案(略案)

1 主題名

「つながる忠、いやり J制li値 2-(2) [思いやり ・親切]

資料名「はしのうえのおおかみJ文渓立

2 主題について

本時で取り級う内容は.低学年の内容項目 2一(2)r幼い人や高齢者など身近にいる人に混かい心

で桜し，親切にする。Jである。ここで「温かい心j とは.~J ~ 、人や高齢者など自分よ り体力的に，
また立場-的に，あるいは社会的に守るべき相手の心情や身の上を察 し r自分に何かできる ことは

ないだろうかjなどと心を寄り添わせて気遣う ，すなわち相手を「思い遣るJことであると考える。

もちろん，こ うした思いやり の心をもって接することは，自分より弱い立場の相手だけではなく ，

自分と同等，あるいは上の立場の相手に対しても重姿である。なぜなら思いやりの心をもって接す

ることで，相手の心も温かくなり，互いの心の結びつきが深まり ，潤いのある関係性が築かれると

考えるからである。

ただし本時では，単に「相手を思いやって親切にすると，互いによい気持ちになるから進んで人

に親切に しようJとする価値の自党がねらいではない。{ダiJえ親切にする側とされる側が二者間の関

係であったと しても，そこで育まれた思いやりの心は.3人4人・・ ・と次々につながっていくこと

に気付かせたし、。つま り 「つながる思いやり Jを過して r自分が相手を思いやることが，その相

手を思いやりのある存在に変えることができるJことや，最終的には「集団や学級全体を思いやり

のあるよ りやさしい社会へと変革していくことができるJというところまで気付かせたい。

3 本l時

( 1)ねらい

おおかみの気持ちの変容から，つながる思いやりについて考え，自分も誰かに優 しくしたいなと

思う道徳的実践カを高める。

(2)本時の主張

気持ちの変化を追う心情中心の授業から.ねらいとする価値を追求する考える道徳へ

子どもは，人に優しくするため

には「相手の気持ちを考えて自ら

行動することが大事であるjとい

う考えを，おおよそ持っているだ

ろう。本時では，こうした考えを

r I授業前の子どもの価値の自

覚Jと想定し，資料を過しておさ

えたい一般的な価値の自党を経

て，さらにねらいとする悩値を追

求していきたいと考えた。そこで，

ねらいとする価値への追求の見

通しを，子どもの考えが深まって

いくイメージで，図6のように示

想定される授業前の子どもの価値の自剣

0優しくすると互いによい気分になるから，人には進んで優
しくした方がいい

。言葉での理解のレベル J下
In資料を遜して.改めて一般的な価値を自画

Oi憂しくされると焔しい (気分がいい)

0意地恋するより ，親切にする方が気持ちいい
。{恋しくされるfjllJの個人的な受け止め方 ・捉え

1m さらに深めたい子どもの考え|

0優しさはどんどんつながっていく

0優しくなるためには，優しくされることも必婆だ

。優しくすることで相手を変えることができる
。よ りよい社会をめざして集団の在り方を変える

ねらいとする価値への追求の見通し
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(3) 展開例
〆'ーーーーーーー

， ，授業前の価値の自覚を共有し合う

:発聞の f優しい人になるにはどうしたらいいかな?I : 1授業前の子どもの価値の自覚
し一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-~O自分から何かをする(行動する)

ユリア :栂手のこと(気持ち)を考えて，行動する. I 視点で諮り，優しくする側の気

ハジメ:いいことをいっぱいする練習をする. 1 持らが中心になるだろう。

ミント 自分がしてもらったら題しいことを人にする.
ミ ナ:並1:;'時の順番とか.出来るだけ人に祷る.

2，教師の範読を聴き，物語の場面や状況をイメージする

:@ねらいとする価値に子ども自らが迫っていける : ち/包 1 ~ァープl
ように本文の終末の絵と文例]め見せない。 ;~ ~ -.議ridt亀岡'"'; j 

:③簡単に場面展開を昨認、しておく。 ， .・ a 可司刷、・-1_ ザム ヨ可 込Ai

3，資料を通して気付かせたい価値に迫る

j発問②「おおかみが，橋の上からくまの !:@おおかみの気持ちの変化をとらえ，ね

| 後ろ姿をいつまでもいつまで い らいと する価値に自 ら迫っていける

も見ていたのはなぜだろ う。」 い ように rなんてやさしいくまさんだ

ー1: ろう。Jを削除 ' 
吹き出しの中 | 

1: する。 ，l.一千.... ¥ I o : :; 
ラ ン:くまさん優しいなあ. 1 ーも会1;③おおかみの気持 4 ・戸川電 卓 ，

フトシ : j業は意地悪だ.自分がlVf>ずかしい， 1 
1: ちを直接吹き出

サクラ:ありがとうくまさん.僕ちくまさん 1: ー

みたいに誰かに{悪しくしたいな--1: しにおく。

" ‘ r、， 

だからj憂しくされるといい気分になる. 戸¥ n資料を通して，改めて一般的な価値を自覚

自分ち誌かに{憂しくしたくなる. . 0優しく される似11の気持ちに者目するだろう

j発問③「このあとおおかみはどうしただろう。J-i， 合
lA : @なぜそう思うのか問い返すこと

セイタ :他の動物達を泡っこして渡してやつだ・ 1日 で，価値の自党を共有する。

理由 :意地悪するよりもいい気分になれるこ い @ここで酬に隠しであった終末 J

とに気が{すいて.自分ち誰かにやってみ I: の絵と文を見せて おおかみの ;

たくなったんじゃないかな. I : 気持ちの変化を確認するの
E ，ー-

4，ねらいとする価値をさらに追求していく

E さらに深めたい子どもの考え O優しさはつながることや，俊しく なるには優しくされ

ることも必要であることに気付くだろう。

j発問④ 「おおかみに優しくされた(例えl扮たぬきはこのあとどうしただろう。J : 

:1ヵキナ:ま盟Jの動物たちに岡崎をした.(T: rどうしてそう思うのつJと問い返す)I 

4 発問⑤ r(親切)(優しさ) (思いやり)は，どうしてつながっていくのか。J

ハジメ :優しくすると相手の心ち優しくなって，その優しさはどんどんつながっていく.

ク ウ:自分だけで止めるともったいないし相手にも優しくなってほしいから.

@子どもが抱っこする行為のみにこだわるようなら，例えば 「ー諮小さい!fPJ物は何もで l

きないのかJ. rもしうさぎが何もしなかったらここで止まってしまうのかJなど，(可 :

がつながっているのかを考える補助発聞をする。

5，今日の授業をふりかえる @もう一度最初の発問にもどり，付け足しはないか確かめる。
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